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誰のための社会か

（１） 難民制限と移民制限

（２） 政党党首の国籍 日本・アメリカ

（３） 誰が国民なのか
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問題１ 国民と移民

Ａ国は人口２千万、一人当りＧＮＰ２万ドルの

豊かな国で、所得配分も平等であるが、慢性

的な労働力不足を解消するために国外から

の移民を自由化したところ、アフリカのＢ国か

ら一年２００万人のペースで移民が殺到した。

Ｂ国は人口２億、一人当りＧＮＰ４００ドルの

貧しい国で、軍事独裁の下にあり、経済は停

滞、所得配分も不平等である。さて・・・
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問題1 国民と移民 （続き）

（１）Ｂ国から来た移民が、労働災害の補償を求

めた。

（２）Ｂ国から来た移民が、Ａ国の国籍を求め

た。

（３）Ｂ国から来た移民が国籍を得た後、政党を

つくった。

これらの場合、どうすればよいと考えるか。
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問題２ 所得制限

Ａ国では、年間所得1000万円以上の市民（住

民の１０％）には参政権と基本的人権が認めら

れているが、年間所得1000万円を下回る市民

には参政権も基本的人権も認められていない。

（１）所得1000万円以下の市民が、労働災害

の補償を求めた。

（２）所得1000万円以下の市民が、政党を作り、

参政権を要求した

諸君はどうするか。
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